
活 ⽤ 事 例 新潟県⻑岡市⽴脇野町⼩学校 ⽔⾕徹平教諭 

活⽤事例タイトル 「ともだちポスター」でよいところを伝えあおう 

対象授業科⽬/活動 学級活動 

授業または活動の概要（⽬

的、実施時期、授業の場合

教科名や単元名、対象学

年、参加⼈数、ICT の使⽤

局⾯など） 

１．ねらい 
・友達に関⼼をもち，友達のよさを⾒付けて伝える。 
・友達からよさを伝えられることで，⾃分がどう⾒られているのかを意識し，⾃⼰
肯定感を⾼めるとともに，メタ認知能⼒を⾼める。 
２．実施時期 
 平成 26 年 4 ⽉〜平成 27 年 3 ⽉ 
３．単元名 学級活動「友達ポスターをつくろう」 
４．対象学年 5 年⽣ 
５．活動の概要 
 学級活動では，友達のがんばっている所やよさを⾒つけ，写真とことばを組み合
わせて掲⽰する「友だちポスター」を作成している。タブレット端末を使って席が
隣の友達のすてきだと思う場⾯を撮影し，ボディコピーやキャッチコピーを組み合
わせて作品にし，掲⽰している。席替えは⽇直が⼀回りする 1 か⽉に 1 回ほどの間
隔で⾏っているので，その都度，作成している。何かをがんばっている姿を撮影し
た後，レイアウトやフォント，⽂字の⼤きさなどを変えながら，友達のよさを伝え
ようと作品をつくる姿が⾒られる。 
 友だちポスターで制作者の名前を書いていない⼦どもがいたときには，様々なポ
スターには必ず情報の発信元が明記されていることに気付いた。名前がない状態の
ポスターやチラシなどでの発信を想定しながら，⾃分の情報がどこまでの範囲でど
のように発信されるのか，どのような影響が起こる可能性があるかについて，ネッ
ト，リアルの掲⽰板，学級便りなどを例にしながら考えた。⼦どもたちからは名前
を⽰さないことによって，「もっと詳しく内容を教えて欲しかったり，何かに使お
うと思って許可を取ろうとしたりしても，どこに連絡を取ったらいいか分からない」
「書いてある内容に間違いがあった場合にも教えられない」「⾒る⼈からしたら，
誰が作ったものかも信頼性にかかわる」といったことが話題に上がり，情報発信者
の責任に対して，意識を⾼めていた。また，勝⼿に写真を撮られる，加⼯されたり
使われたりするといった肖像権にかかわることについても考えた。相⼿が嫌な気持
ちにならないように，写真を撮っていいかどうか，その写真を使っていいかどうか
を確認することの⼤切さについても話し合った。 

ICT 活⽤により 

期待できる効果 

ICT 活⽤のねらい 

・写真を撮った後にキャッチコピーを重ねたことで，⽂を作るのが苦⼿な⼦どもで
も「どんな思いを表したくてその写真を撮ったのか」を考えやすく，書くことが⽐
較的容易であった。 
・写真にことばを重ねる際に，⽂字の⾊やフォント，レイアウトを即時に変えなが
ら試⾏することができ，何度もやり直しながらよりイメージに合う作品にしようと
する姿につながった。 
・写真の撮影⽅法や構図・背景処理への意識，画像加⼯や⽂字の書き込み，保存な
どの経験を⾼めた。 

評価、振り返り（活動の評

判や児童・⽣徒の声など） 

・⾃分だけの気づきをポスターに表すことをめざし，⽇常でも隣の⼦どもがどんな
ことを頑張り，どんなことが得意なのかについて意識を⾼める様⼦ が⾒られる。 
・友達からポスターで⾃分のよさを表してもらうことにより，⾃分に⾃信をもった
り，他の友達は⾃分のよさをどうとらえているかを⾃覚したりできた。 

 


